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●地域農業促進のためにも農業への理解は不可欠 

 「長年にわたり運営を続けてきた養鶏施設が、

後に入居してきた近隣住民から動物臭を嫌悪さ

れ、運営を続けられなくなった」とは嘘のような

本当の話。ここまで極端でないとしても、地域か

らどう見られているのかについて意識する農生産

者は決して少なくありません。地域農業の促進、

後継者問題への対応といった観点からも、農地や

都市農業が果たす役割についての県民への周知は

行政課題の一つと言えるのですが、十分な取組み

がなされているとは言い難い状況です。 

 

●「ずっと住み続けたい」等の印西への愛着に 

 印西市は、地域の里山や豊かな自然に魅力を感

じて転入してきた市民も少なくありません。今回

取り上げた農業や農地への理解促進は、シビック

プライド（地域への誇りや愛着）の醸成にも繋が

るところであり、市への移住・定住政策の一つと

しても推進すべきものと考えます。 

●洪水防止、大気調節、地下水かん養機能 

 最もわかりやすい好影響は、洪水防止機能で

す。田畑は大雨の際に雨水を一時的に貯留し、そ

の後にゆっくりと川に流す事ができます。柏市と

我孫子市の境にある田中調節地などは、周辺市街 

高校生・大学生のみなさんも知ってほしい 

農地がもたらす周辺環境への好影響 
印西市にも広がる田畑や果樹園などの農地。近年は里山

風景などとしてその価値が見直されているところです

が、今回はそれらがもたらす環境への影響を考えます。 

地の大規模冠水を度々防いでいます。 

 二つ目の好影響は暑さを和らげる効果。田畑の

作物が蒸発散により熱を吸収する事で空気を冷却し

てるわけです。都心のヒートアイランド現象は、

こうした農地がない事が大きく影響しています。 

 三つ目に挙げる地下水かん養機能は、川の流れ

を安定させ、地下水となる働きの事。田に貯留し

た雨水等は排水路や地下水としての経路をたどり

ながら川に戻る事で、川の水量の安定化が図られ

ています。（畑にも同様の働きがあります） 

 その他にも災害時の防災空間、住民の生活にや

すらぎや潤いをもたらす等の好影響が挙げられる

ところです。 

mailto:iwai-yasunori@dream.jp
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県道バイパスの先行着工を 印西市岩戸の冠水対策 

●９月に冠水対策工事実施も道半ば 
県道千葉臼 

井印西線は、 

千葉市若葉区 

から印西市木 

下の竹袋交差 

点までを結ぶ 

主要地方道。 

地域内に物流 

施設が増えた 

ことなどから、南北を結ぶ主要道路として近年特

に重要度が増しています。 

問題となっているのは、セブンイレブン印西岩

戸店前交差点から北に 100 ㍍ほどの区間です。周

辺より土地が低位にあるため、台風等による大雨

時には決まって深刻な冠水被害に見舞われ、車が

動けなくなる光景も珍しくありません。 

地域住民より岩井に問題が寄せられた今年 6 月

以降、要望者や県担当課とともに現地確認を重ね

た上、6 月県議会・本会議、9 月県議会・常任委

員会と相次いでこの問題を取り上げ、同区間の冠

水対策の実施を強く要望。これを受け、県は 9 月

に入ってから問題箇所の排水対策工事に着手した

ものの本格工事とは言えないもの。後に相次いだ

集中豪雨において車両が冠水するなどしており、

冠水対策は未だ道半ばの状況です。 

 大雨の度に深刻な冠水被害に見舞われてきた、

印西市岩戸の県道千葉臼井印西線。簡易的な対策

が繰り返される中、同箇所の本格対策を念頭に、八

千代宗像線バイパスの先行着工を求めています。 

いわちゃんポスト No.155 （2024/2月）

印西市岩戸の道路冠水（令和 5 年 6月） 
●バイパス・岩戸区間の先行着手を強く要望 
当該冠水被害箇所の本格対策工事に着手できな

い理由となっているのが、県道八千代宗像線バイ

パスです。 

同バイパスは印西市岩戸のセブンイレブン前に

て冠水被害箇所に接することとなりますが、県は

バイパス工事を行う際に、バイパス道路方向に雨

水を流す排水路を設置する形で本格的な冠水対策

工事に着手するとしてきました。しかし、来年度よ

り始まる同バイパス工事は岩戸側ではなく八千代市

側から着手されることとなっており、現在のとこ

ろ岩戸側の着工時期は未定となっているのです。 

12 月県議会ではこの問題を指摘しながら、「数

十㍍の区間でいいので」と県道八千代宗像線バイ

パス・岩戸区間の先行着手を強く要望。「排水先

確保の可否など調査し、その検討に入りたい」と

の答弁を引き出すことができました。引き続き、

冠水対策工事の早期着手を求めてまいります。 

続報 園児
を守る

対談

冠水被害箇所

八千代市

県道八千代宗像線バイパス
セブンイレブン

印西岩戸店

総武カントリー

クラブ

印旛西部公園
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印西岩戸店


	いわちゃんポスト155号（2月号）表面
	いわちゃんポスト155号（2月号）裏面

